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(Na,Ca)4A13(AI,Si)3516024(CI,C03,S04) 

色 黄色、青色、ピンク色、紫色、白色など 
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曽 ］2・6-2・7 

条線がはっきりあら 

われた柱面を持つ角 

柱状結晶で産するこ 

とが多いが、結晶形 

を示さない大きな塊 

になることもある。 

紫外線を照射すると黄 

色やオレンジ色の蛍光 

を放つものがある。 

ケイ酸塩鉱物 
L慮緯二鍬盤窪．ユ磐鵬~ 

スカポライトE, 
gCAPむLi I 王 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

片麻碧ゃ若炭薯が菱代作 

用を受けたスカルン中に 

生成するほか、火成岩中 

にも見られる。 

スカボライトの角柱 

扶結富。表面に案隷 

が確認できる。オー 

ストラリア産。 

男開は明瞭で、ハン 

マーでたたくと亜貝 

殻状の断口を示す。 
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難蕪露 
ケイ酸塩鉱物 

~m 野琴i」と‘iJ‘二三お凸膚こ誠霧る．」 

▼わずかに青みを帯びたスカポライト。 柱石系の鉱物グループ 

スカポライトは、一定した性質を持つひとつの鉱物としてでは 

なく、柱石系鉱物のグループのひとつとして存在する。スカポラ 

イトグループの鉱物は、含まれる元素の割合が標本ごとに大きく 

異なり、結冨構着丙でナトリウムとカルシウム、または塩素と茂 

酸塞、議酸塞が董いに入れかわる一連の固落体紫荊を成すのが特 

徴。この系列のなかでナトリウムを多く含むのが管程若で、カル 

シウムを最も多く含むのが炭程若だ。スカポライトはやわらかい 

ためアクセサリーに用いられることはないが、質の良いものは観 

賞用の宝石に加工されている。 
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▼トドロップ・カットの黄色いスカポ 

ライトと、オーバル・カットの紫色 

のスカポライト。 

オーストリァ＝ 

スウェーデン■ 

フインランド田 

口シア ~

芸野算嵩佐久蔀丁腔 

A 村などで産する。 

別名は「ウェルネライト」 

ギリシャ語で「柱」または「軸」を意味する「スカポス」から名づ 

けられたスカポライトは、ドイツの鉱物学者アブラハム」ゴットロー 

プ・ウェルナー（1749 --- 1817年）にちなんで「ウェルネライト」 

という別名で呼ばれることもある。ウェルナーは、 1 774年に『化 

石の外見的特徴にニル、て』という論文を書いた後、鉱物の形状につい 

ても研究。鉱物についての記述は、ローマの博物学者プリニウス 

(23~ 79年）など多くの研究者が残してきたが、鉱物の外見的な特 

徴を初めて正確に記した人物はウェルナーであった。 

力ナダI＋冒 

ブラジル ■ 

オーストラリァ圏

▼アフガニスタンで産出し 

た紫色のスカポライト。 


